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あらまし  経食道心エコー検査は，エコー画像のみを参照しながら医師が手動でプローブの深さ，扇状の超音波

照射角度を感覚的に調整して行う．しかし，エコー画像のみでは，心臓の 3 次元的な位置把握が困難である．そこ

で，CT 画像を用いて，経食道心エコー検査をシミュレーションする診断支援システムを構築した．本システムは，

CT 画像から経食道を指定して，その位置に心エコー装置のプローブを配置して，心エコー風の画像を作成する． 

1. はじめに

狭心症や心筋梗塞などの心臓疾患を特定する

方法として，経食道心エコー検査が挙げられる．

経食道心エコー検査は，エコー画像のみを参照し

ながら医師が手動でプローブの深さ，扇状の超音

波照射角度を感覚的に調整して行う．しかしなが

ら，エコー画像のみでは，心臓の 3 次元的な位置

把握が困難である．また，経食道心エコー画像は

画質が低く，部位の位置や形状を正確に捉えるこ

とが困難である．検査の際には嘔吐を防ぐために

麻酔が必要となるため，検査前の食事制限や検査

後の休憩が必須である．そこで，CT 画像を用い

て，経食道心エコー検査をシミュレーションする

診断支援システムを構築し，その有効性を評価し

た 1)．

2. 経食道心エコー診断支援システム

本研究で作成した経食道エコー診察支援シス

テム (以下，本システム )は以下の機能を有する．

2.1. 心エコー画像を模した CT 断面の表示

心エコー画像はプローブ位置を中心とした扇

形の画像である．本システムはこれを模倣し，仮

想プローブ位置から指定した範囲，角度の CT 断

面 (以下 CT エコー画像 )を生成する．これにより

心エコー画像との対応付けが容易となる．

2.2. エコー領域とボリュームデータの同時表示  
ビームシミュレーションにより表示している

領域を，ボリュームレンダリング表示と同じ三次

元空間に表示する．この機能により，本システム

を実際の心エコー検査と同時に使用することで，

医師が操作中のプローブの現在位置を三次元的

に正確に把握することが可能となる．

2.3. エコー領域の計測  
現在表示中の部位に対し，mm 単位での距離計

測及び面積計測が可能である．また，距離計測の

際の始点，終点はボリュームレンダリング上の

CT エコー画像上にも表示され，三次元空間上の

線分として見ることができる．

2.4. 疑似的な心エコー画像表示  
CT 画像に対して，マスク画像を用いたフィル

タ処理で，心エコー画像に近づけることにより，

心エコー画像と CT 画像の対比を容易にできる．

2.5. 経食道指定

疑似プローブを CT 画像内の経食道に沿って移

動させるために，医師が目視で経食道を指定し，

プローブはその軌道上を移動する．

3. おわりに

CT 画像から擬似的な心エコー風の画像を作成

し，CT 画像と心エコー風画像との対比を行うこ

とで，より正確な診察が可能になった．さらに心

エコー風画像上での距離や面積を計測すること

でより正確な術前計画策定が可能となる．

また，経食道心エコーによる診察の品質向上を

目的に，CT 画像から疑似経食道心エコー画像を

作成した．医師からは高い評価が得られ，本シス

テムの有用性が確認できた．しかしながら，CT 画

像のエコー画像風表示や，より直感的なインタフ

ェースの実装などに関しては改善の余地がある． 
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